
特 記 仕 様 書 

 

業 務 名 出島浄水場浄水発生土有効利用業務委託 

施 設 名 出島浄水場 

履行場所 和歌山市出島９７ 

契約期間 令和７年８月１日から令和８年３月３１日まで 

 

第１条 受託者は、プロポーザルで調査立案し委託者に提案した企画提案書の内容に基づき、

次の出島浄水場浄水発生土有効利用業務（以下「委託業務」という。）を行う。 

（１）出島浄水場汚泥処理施設内の脱水機により発生した浄水発生土を、その発生量に合わ

せて、受託者の処理施設まで運搬すること。 

（２）受託者の処理施設にて出島浄水場の浄水発生土を受け入れ、有効利用できる状態とな

るよう処理した上で、有効利用すること。 

（３）その他 

ア 打合せ協議（適宜） 

イ 成果品作成 

ウ 有効利用の報告書作成 

第２条 浄水発生土の予定数量は、２８０ｔとする。ただし、予定数量は近年の過去実績平均

を基に設定したものであるため、天候等の不可抗力により浄水発生土の発生量の増減が見込

まれるが、この発生量の増減は予見される範囲内であるものとし、予定数量の大幅な変動に

はあたらないものとする。 

しかし、発生量の減については、脱水機の故障や原水の水質悪化により浄水発生土が再資

源化に適さないと判断された場合などは、それ以下となる可能性は十分に考えられる。 

第３条 受託者は、コンテナを出島浄水場に常時設置する浄水発生土集積用に１基、浄水発生

土搬送用に１基と、２基のコンテナを入れ替えて搬出するため、出島浄水場用に６㎥のコン

テナを２基以上確保し、最大積載量８ｔの運搬用車両１台以上を用意すること。 

第４条 受託者は、集積用コンテナが満杯になれば脱水機が運転できなくなるため、コンテナ

に７割程度浄水発生土が溜まれば、コンテナを差し替えて浄水発生土を搬出すること。 

第５条 浄水発生土の性状は次のとおりとする。 

（１）通常の保管で、腐敗、揮発等の性状変化はない。 

（２）他の廃棄物と混合等により生じる支障はない。 

第６条 委託業務は、水道施設運転中に実施するため、水道業務に支障とならないよう作業に

は十分注意しなければならない。また、事故発生又は発生のおそれがあるとき、受託者は直

ちに必要な処置を講じたうえ、事故の状況及び処置内容を委託者に報告し、委託者の指示に



従わなければならない。 

なお、委託業務実施中における作業員の事故については、受託者がその責任を負わなけれ

ばならない。 

第７条 受託者の使用する車両は次のとおりとする。 

（１）必ず和歌山市又は和歌山県に対し産業廃棄物収集運搬車両として届け出た車両を使用

すること 

（２）最大積載量が８ｔであり、６㎥のコンテナ運搬用車両であること。 

（３）車両使用の権原は、自動車検査証の所有者が受託者と同じであること。自動車検査証

の所有者が受託者と異なる場合は、車両使用承諾書等により使用の権原を明らかにする

こと。 

第８条 委託業務実施については、次のとおりとする。 

（１）土曜日、日曜日、祝日、１２月２９日～１月４日、悪天候の日は搬出しない。 

（２）搬出時間は次のとおりとする。 

平日 午前９時から午後４時３０分まで 

（３）受託者は、浄水発生土を受託者の施設で受け入れる際、浄水発生土の計量を行い、遅

延なく計量伝票を委託者に提出しなければならない。 

（４）１日の搬出量について最大１２ｔまでとする。 

   委託者より搬出量調整の指示があった場合は指示に従うこと。 

（５）土曜日、日曜日、祝日においても委託者からコンテナ移動の依頼があれば行うこと。 

（６）受託者は、委託者から委託された廃棄物の積替保管を行ってはならない。 

第９条 浄水発生土の搬送に当たっては、場内、搬送経路において、第三者に迷惑をかけない

よう十分配慮するとともに、浄水発生土の飛散等を防止するため、覆いを完全に施す等細心

の注意を払って運行すること。 

第１０条 浄水発生土搬出の際において不純物等が混入しないよう十分に注意すること。 

第１１条 受託者は、搬出回数分の産業廃棄物管理票（マニフェスト）に必要事項を記入の上、

事前に委託者に提出すること。 

第１２条 搬出の所在地は次のとおりとする。 

 搬出場所 

和歌山市出島９７ 

出島浄水場 

第１３条 受託者が本業務を行うに当たって個人情報を取り扱う場合には、個人情報の保護の

重要性を認識し、個人情報の保護に関する法律その他個人情報に関す津法令等を遵守し、個

人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報を適正に取り扱わなければならない。 

第１４条 受託者は、業務を行うに当たり、業務上知り得た秘密を他に漏らし、又は自己の利



益のために利用することはできない。また、業務終了後も同様とする。 

第１５条 提出書類は次のとおりとする。 

（１）契約締結後、速やかに次に掲げる書類を提出すること。 

ア 事業計画書              １部 

イ 実施スケジュール           １部 

ウ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく許可書その他関係書類の写し 

（２）契約締結後、必要に応じて次に掲げる書類を適宜提出すること。 

   計量伝票              搬出回数分 

（３）業務完了時、委託業務完了通知書及び業務成果品（次に掲げる書類）を提出すること。 

ア 業務報告書（有効利用の報告書含む）  １部 

イ マニフェスト             １式 

ウ 記録写真               １部 

（４）その他 

その他業務に必要と認められるもの。 

第１６条 本業務を円滑に遂行するため、委託者は受託者に対して業務の進捗状況について報

告を求めることができることとする。 

第１７条 業務の実施にあたっては、和歌山市企業局と十分協議したうえで行うこと。 

第１８条 本業務にかかる成果品は、全て和歌山市企業局に帰属するものとし、当事業計画の

中で事業目的に沿って使用すること。 

第１９条 契約期間中に適正処理に必要な情報に変更があった場合は、出島浄水場担当者と連

絡をとり、対応を協議して適正な処理を行うこと。（電話 ０７３－４７１－２４０４） 

第２０条 この仕様書に定めのない事項については、必要に応じて委託者と受託者が協議して

定めるものとする。 

以 上 


